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外陣構想の当初からあったものと考えられていたが、筆者はその意図について、造営経緯に対する丹念な調
査と緻密な形態分析を通じて新たな説を提示している。 
この後の第２部で筆者は、視点を内部空間に転じる。そして内部空間を特徴づける要素として外陣の段形
ホール形式とネットヴォ―ルトの形態に着目し、その分析を行っている。第１章でまず取り上げられるのは
段形ホールである。身廊部の天井が側廊部より一段と高くなっているもののクリアストリを欠くために身廊
上部が暗くなるこの建築形式は、これまでの研究では、巨大な南塔に合わせて巨大化した屋根を支える実用
的な目的で採用されたという説が有力であった。しかし筆者はその空間効果に着目して、それ自体では単調
な印象を与える内陣部のホール式建築に対し、内部空間にヒエラルキーを生み出し大聖堂建築に相応しい空
間効果をもたらすための創意だったことを、他の聖堂建築と比較検討しながら述べている。さらに第２章で
は、そのような空間効果をもった建築が皇帝権力の表徴と結びつく可能性を、フリードリヒ３世を巡る皇帝
図像を検討することによって示唆し、とりわけ建築内の光の効果の意味について、フリードリヒ３世の顧問、
後の教皇ピウス２世が造営主となったピエンツァ聖堂の例を挙げて説明している。 
第３章で取り上げるのはネットヴォ―ルトの問題である。筆者が記している通り、本聖堂の複合的な外陣
ネットヴォ―ルトの造形的意図に関してはこれまでほとんど触れられることがなかった。これに対して本論
文では、細密な形態分析を通じ、段形ホールの空間効果を補完する機能をネットヴォ―ルトに認めている。
またその際、外陣ヴォ―ルトを架構したふたりの棟梁、プクスバウムとその跡を継いだシュペニングの個人
様式に触れ、ゴシック期からルネサンス期にかけてネットヴォ―ルトが独自の表現領域に昇華した可能性に
ついて考察を加えている。さらに第４章では、本聖堂の建築図面を検討することによってふたりの棟梁の個
人様式に対する検討を進め、ヴォ―ルトの構造がプクスバウムの意図を継承するかたちで創意を発揮したシ
ュペニングのものであったとする。そして外陣部のヴォ―ルトは鑑賞者の注意を身廊に引き寄せ内陣へと導
きつつ外陣空間と内陣空間の断絶を明示するという複合的な機能を担うものであったことを明らかにする。 
段形ホールとヴォ―ルトに対する上記のような分析を踏まえ、第５章では内陣建築の特質と、本聖堂の建
築全体におけるその効果について記している。そして均質な光に満ち溢れたホール状建築の内陣は、外陣の
段形ホールとヴォ―ルトによって差異化されつつ接続されることで、初めて視覚的にも聖域化されるもので
あったとする。以上のような分析を経て、筆者は、さまざまなかたちで対立する様式を所与の条件として自
らの創意に組み込み、最終的に、フリードリヒ三世の皇帝大聖堂に対する要請にこたえる形で実現したのが
本聖堂であったと結論づけるのである。 
申請者の論文は、複雑な造営の経緯を多大な資料を通じて把握しつつ、その知見を造形分析に結び付けて
いるが、このような分析を筆者は、長期にわたる現地調査によって得られた比較作例をカタログ化する地道
な作業のもとに行っている。観察の視点は総合的な建築構造からヴォ―ルトの構成、建築図面の様式的な検
討を含み多面的・総合的であり、論証形式はきわめて論理的である。シュテファン大聖堂という壮麗な建築
を歴史的な意図と結びついた包括的な造形物として説得力のあるかたちで浮かび上がらせるその試みは本論
文独自のものであると言えよう。個々の論点、例えばフリードリヒ３世を巡る政治的皇帝図像と建築構造を
巡る問題などについてはいまだに解決すべき点があるように思われる。とはいえ本論文は歴史的な造営の経
緯や特定の建築部分に対して行われてきた従来の研究に対して、建築全体に対する総合的な観点から膨大な
資料を整理し分析を加えることで独自の見解を示したと言う点において、過程博士論文に相応しい内容を備
えた論考であると判断される。 
